
業

の込

こども・若者を権利の主体として認識し、
権利の保障や、自由に意見を表すことが
できる機会の確保、居場所の充実が必要

多様化・複雑化する社会の中で、全てのこども
達が、その生まれ育つ家庭によらず、心身とも
に健やかに、ウェルビーイングを感じることの
できる、成育環境を整えることが必要

ヤングケアラー、貧困、虐待、ひきこもり
など困難な状況に置かれたこどもが、安心
して過ごすことができ未来に希望を持って
成⾧できる環境づくりが必要





















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基本
理念 基本目標（案） 施策

検 
 

討 
 

中

１ 子育て・子育ちを支える基盤づくり

こども大綱:
ライフステージに共通した取組

（１）こども・若者が権利の主体であることへ
の取組

（２）多様な遊びや体験、活躍できる機会づく
りへの取組

（３）こどもや若者への切れ目のない保健・医
療の提供

（４）こどもの貧困対策

（５）障害児支援・医療的ケア児等への支援

（６）児童虐待防止対策と社会的養護の推進及
びヤングケアラーへの支援

（７）こども・若者の自殺、薬物、犯罪などか
らこども・若者を守る取組

（８）多様性を認め合う社会の実現

２ こどもの将来にわた
るウェルビーイング
の実現

こども大綱:
ライフステージ別の取組

ライフステージ

こどもの誕生前
から幼児期まで
の支援

（１）妊産婦とこどもの健康の確保及び増進

（２）親子の成⾧と交流の場の支援

（３）就学前児童の教育・保育の提供

学童期から思春
期までの支援

（１）学習環境の向上

（２）健康な体と心を育む環境づくり

（３）安心して過ごすことができる環境づくり

青年期の支援

（１）学びの支援や就労・雇用の支援

（２）出会いや結婚の支援

（３）生きづらさを抱えた若者の支援

３ 子育て当事者が健康で、自己肯定感と
ゆとりを持って、こどもに向き合え
るまちの実現

こども大綱:
子育て当事者への支援の取組

（１）子育てや教育に関する経済的負担の軽減

（２）地域子育て支援、家庭教育支援

（３）共働き・共育ての推進、男性の家事・子
育てへの主体的な参画促進・拡大

（４）ひとり親家庭への支援


